
＊
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対

策
は原

因
と
な
る
ウ
ィ
ル
ス
を

体
内
に
侵
入
さ
せ
な
い
こ
と

や
周
囲
に
う
つ
さ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
流
行
前
に
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

＊
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
た
ら

人
込
み
や
繁
華
街
へ
の
外
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北毛保健生協組合員現勢
2017年10月末現在

組合員……………… 17,445人■
出資金……………… ７億589万円
１人平均出資金…… 40,464円

組合員自身の力で組織を
大きく強くしましょう！

大腸肛門外来　第２月曜日　夜間外来（予約制）が始まりました。おしり（肛門など）で何か気になることがあれば、ぜひお気軽にお問い合わせください。

地
毛
が
赤
い
髪

を
染
め
る
学
校
の

指
導
に
つ
い
て
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見

た
。
以
前
に
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
が

話
題
に
な
っ
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
る
。
教
育
者
と
生
徒
は
そ

れ
ぞ
れ
ど
ん
な
思
い
だ
っ
た
ろ

う
か
？
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
…
。

人
が
人
と
し
て
認
め
合
う
こ

と
や
人
権
感
覚
を
育
む
こ
と
の

大
切
さ
は
だ
れ
で
も
知
っ
て
い

る
の
に
な
ぜ
繰
り
返
し
て
い
る

の
か
。

わ
た
し
の
社
会
生
活
の
中
で

は
何
か
大
き
な
圧
力
が
か
か
っ

て
い
る
と
日
々
感
じ
て
い
る
。

社
会
全
体
が
何
か
そ
の
圧
力
の

せ
い
で
、
人
々
が
幸
せ
に
な
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た

り
も
す
る
。

国
連
が
発
表
し
て
い
る
幸
福

感
が
高
い
国
１
位
は
ノ
ル
ウ
ェ

ー
だ
そ
う
だ
、
日
本
は
51
位
。

国
民
に
自
由
度
が
あ
り
、
政
治

の
安
定
性
や
社
会
保
障
の
充
実

と
い
う
こ
と
が
「
幸
福
感
」
に

つ
な
が
る
よ
う
だ
。

生
協
の
強
化
月
間
で
は
、
ご

近
所
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ

ろ
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
感
じ
、
協
同
の
中
で
優
し
さ

や
心
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
た

「
幸
福
感
」
を
味
わ
っ
た
。
や

っ
た
こ
と
の
達
成
感
も
。

生
協
は
組
合
員
の
助
け
合
い

の
中
で
、
自
由
で
正
し
く
て
安

心
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
い

る
。
私
は
実
感
か
ら
こ
の
方
向

で
間
違
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

Ｓ
Ｓ

寒
さ
が
ひ
と
し
お
身
に
し
み
る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
季
節
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。
高
熱
や
関
節
の
痛
み
な
ど
を
と
も
な
い
、
人
に
よ
っ

て
は
重
症
化
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
原
因
と
な
る
ウ

イ
ル
ス
を
体
内
に
侵
入
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。

感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
「
か
か
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」
対

策
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

万
全
な
予
防
で
、
大
事
な
こ
の
季
節
を
健
康
に
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

＊
今
年
度
の
ワ
ク
チ
ン
の
種

類
は今

年
度
の
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ

１
）
亜
型
、
Ａ
／
Ｈ
３
Ｎ
２

亜
型
（
Ａ
香
港
型
）、
Ｂ
型

（
山
形
系
統
）、
Ｂ
型
（
ビ
ク

ト
リ
ア
系
統
）
の
４
種
類
が

含
ま
れ
た
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

月
に
流
行
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
効

果
が
出
る
ま
で
に
２
週
間
程

度
か
か
る
こ
と
か
ら
、

毎
年
12
月
中
旬
ま
で
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
の
発
現

と
持
続
時
間
に
は
個
人

差
が
あ
り
ま
す
が
、
一

般
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
２

週
間
か
ら
５
ヵ
月
間
程

度
効
果
が
持
続
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
よ
り
４
種
類

が
含
ま
れ
た
ワ
ク
チ
ン
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

＊
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
時
期
と
持
続
効
果

に
つ
い
て

日
本
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
例
年
12
月
〜
３
月
頃

に
流
行
し
、
例
年
１
月
〜
２

今
年
の
ス
タ
ー
ト
集
会

で
、「
ゆ
る
ぎ
な
く
強
固
な

北
毛
保
健
生
協
を
つ
く
り
あ

げ
る
」
こ
と
を
意
思
統
一
し

た
生
協
強
化
月
間
が
終
わ
り

ま
し
た
。
月
間
中
に
は
、
協

同
ま
つ
り
等
も
行
わ
れ
各
支

部
と
も
準
備
に
大
忙
し
の

中
、
訪
問
活
動
に
精
を
出
し

ま
し
た
。“

楽
し
く
活
動‘

を

モ
ッ
ト
ー
に
、
全
国
統
一
期

間
の
生
協
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

担
当
者
に
理
事
長
と
吉
岡
支

部
の
高
橋
八
十
二
さ
ん
に
よ

る

“

手
打
ち
そ
ば‘

の
提
供

が
さ
れ
ま
し
た
。
訪
問
活
動

で
は
、
行
動
の
後
に
茶
話
会

を
開
い
て
、
日
頃
の
活
動
を

語
り
合
い
ま
し
た
。

各
支
部
と
も
み
ん
な
で
力

を
あ
わ
せ
取
り
組
み
ま
し
た
。

訪
問
行
動
は
、
施
設
利
用
者

で
未
加
入
者
と
名
義
書
換
え

対
象
者
の
お
宅
を
伺
い
ま
し

た
。
仲
間
ふ
や
し
で
は
、
11

支
部
（
半
田
・
八
木
原
・
有

馬
・
金
島
・
吉
岡
・
北
橘
・

小
野
上
・
伊
香
保
・
子
持
・

榛
東
・
豊
秋
）
が
達
成
。
出

資
金
ふ
や
し
で
は
、
８
支
部

（
半
田
・
有
馬
・
豊
秋
・
金

島
・
子
持
・
榛
東
・
北
橘
・

小
野
上
）
が
達
成
し
ま
し
た
。

達
成
し
た
支
部
は
、
12
月

８
日
の
「
北
毛
保
健
生
協
デ

ー
」
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

出
を
控
え
た
り
、
外
出
時
に

は
マ
ス
ク
を
正
し
く
利
用
し

ま
す
。
室
内
で
は
加
湿
器
な

ど
を
使
用
し
て
適
度
な
湿
度

を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。（
適

切
な
湿
度
は
、
50
％
〜
60
％

を
保
つ
こ
と
で
す
）

・
う
が
い
、
正
し
い
手
洗
い

の
励
行

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
励
行

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

訪
問
活
動
に
精
を
出
し
た
強
化
月
間

11／４の訪問行動前に仲間ふやし、月間目標達成
担当職場の２階病棟の看護師と子持公民館前で

○正しい手洗い（手洗いの前に爪は短く切って、時計
や指輪は外しておきましょう）

①流水でよく手を濡らした後、石けんをつけ、手の
ひらをよくこすります。

②手の甲をのばすようにこすります。

③指先・爪の間を念入りにこすります。

④指の間を洗います

⑤親指と手のひらをねじり洗いします。

⑥手首も忘れずに洗います。

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔な
タオルやペーパータオルで拭き取って乾かします。

○咳エチケット
＊咳・くしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を押
さえ、他の人から顔をそむけ１ｍ以上離れる。

＊鼻汁・痰などを含んだティッシュをすぐに蓋付き
の廃棄物箱に捨てられる環境を整える。

＊咳をしている人にマスクの着用を促す。

「
か
か
ら
な
い
」

「
か
か
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」

「
う
つ
さ
な
い
」で 

　
　
　
　
　
　
　
　
元
気
に
過
ご
す

　
　
　
　
　
　
　
　
元
気
に
過
ご
す 
「
か
か
ら
な
い
」

「
か
か
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」

「
う
つ
さ
な
い
」で 

　
　
　
　
　
　
　
　
元
気
に
過
ご
す

　
　
　
　
　
　
　
　
元
気
に
過
ご
す 
「
か
か
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」で 

　
　
　
　
　
　
　
　
元
気
に
過
ご
す 



く　ら　し　と　医　療 2017年12月５日 s●第 488 号

検査時間15分でＯＫ。結果は3日で郵送します。 注：朝食を食べずに来院下さい。 問い合わせ先：北毛病院検査室　10279-25-2074》

認
定
看
護
師
と
は
「
公
益
社

団
法
人
日
本
看
護
協
会
が
認
定

す
る
認
定
看
護
師
認
定
審
査
に

合
格
し
、
あ
る
特
定
の
看
護
分

野
に
お
い
て
、
熟
練
し
た
看
護

技
術
と
知
識
を
有
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
」
と
い
う
定

義
が
あ
り
ま
す
。
現
在
認
定
看

護
師
は
救
急
看
護
、
皮
膚
・
排

泄
ケ
ア
等
21
分
野
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
認
定
看
護
師
の
役
割
と

は
看
護
現
場
に
お
い
て
実
践
・

指
導
・
相
談
の
３
つ
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
看
護
ケ

ア
の
広
が
り
と
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
に
貢
献
す
る
こ
と
で

す
。私

が
北
毛
病
院
の
認
知
症
看

護
認
定
看
護
師
と
し
て
や
る
べ

き
こ
と
は
認
知
症
看
護
の
向
上

を
目
指
し
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

安
心
か
つ
安
全
な
生
活
・
療
養

環
境
を
調
整
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
患
者
さ
ん
の
言

葉
と
行
動
に
寄
り
添
い
想
像
力

寄
り
添
っ
て
想
像
力
を
働
か
せ
る
・
・
・

寄
り
添
っ
て
想
像
力
を
働
か
せ
る
・
・
・ 

　
　
　
　

　
　
　
　認
知
症
看
護

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
誕
生
！

認
定
看
護
師
誕
生
！ 
寄
り
添
っ
て
想
像
力
を
働
か
せ
る
・
・
・ 

　
　
　
　認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
誕
生
！ 

10
月
30
日
に
群
馬
民
医
連
機

関
紙
委
員
会
に
よ
る
「
第
１
回

機
関
紙
・
誌
編
集
担
当
者
実
務

研
修
会
」
が
、
は
る
な
生
協
ふ

れ
あ
い
会
館
２
階
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
機
関
紙
編
集
委

員
会
か
ら
５
人
（
中
澤
編
集
委

員
長
、
生
方
次
郎
、
蜂
巣
春
夫
、

早
水
清
、
佐
藤
事
務
局
）
が
参

加
。
各
支
部
の
支
部
ニ
ュ
ー
ス

担
当
者
３
人
（
小
野
上
、
豊
秋
、

金
島
支
部
）
が
参
加
し
ま
し

た
。実

務
研
修
で
は
、
読
ん
で
も

ら
う
た
め
の「
記
事
の
書
き
方
」

「
見
出
し
の
活
用
」「
レ
イ
ア
ウ

ト
」
に
つ
い
て
、“

（
株
）
き
か

ん
し‘

の
中
村
俊
一
さ
ん
を
講

師
に
よ
り
効
果
の
あ
る
活
用
術

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

講
義
の
後
に
、
参
加
団
体
の

“

機
関
紙‘

の
講
評
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
く
ら
し
と
医
療
」

は
、
機
関
紙
と
し
て
仲
間
の
活

動
も
き
ち
ん
と
紹
介
し
て
い

て
、
総
合
力
の
あ
る
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
も
の
で
あ
る
。

改
善
点
は
、
４
面
で
写
真
の

み
で
ま
と
め
ら
れ
る
と
、
や
は

り
内
容
が
知
り
た
い
と
い
う
欲

求
が
わ
い
て
き
ま
す
。
写
真
で

伝
え
る
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま

す
が
、
記
事
で
読
ま
せ
る
こ
と

も
重
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
、
よ
り

読
み
や
す
い
役
に
立
つ
内
容
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
機
関
紙
編

集
委
員
一
同
努
力
し
ま
す
。

北
毛
保
健
生
協
機
関
紙

編
集
委
員
会
　
中
澤
　
　
勤

〔
市
街
地
〕

木
　
村
　
孝
　
子
　
御
　
陰

戸
　
部
　
恭
　
兵
　
　
〃

内
　
田
　
シ
　
ゲ
　
南
　
町

木
　
村
　
ス
ミ
子
　
寄
居
町

〔
半
田
〕

高
　
橋
　
冨
士
雄
　
半
　
田

高
　
橋
　
竹
　
子
　
　
〃

形
　
野
　
つ
や
子
　
　
〃

塩
　
谷
　
和
　
江
　
　
〃

小
　
林
　
　
　
章
　
　
〃

山
　
田
　
博
　
之
　
　
〃

狩
　
野
　
き
　
よ
　
　
〃

石
　
渕
　
喜
　
範
　
　
〃

田
　
村
　
包
　
子
　
　
〃

�
　
橋
　
和
　
彦
　
　
〃

山
　
田
　
啓
　
子
　
　
〃

樺
　
澤
　
理
　
絵
　
　
〃

柴
　
田
　
好
　
子
　
　
〃

奈
　
良
　
道
　
雄
　
　
〃

永
　
田
　
健
太
郎
　
　
〃

中
　
澤
　
雄
　
治
　
　
〃

上
　
原
　
登
志
子
　
　
〃

〔
八
木
原
〕

儘
　
田
　
栄
　
一
　
八
木
原

〔
有
馬
〕

伊
　
藤
　
し
づ
代
　
有
　
馬

田
　
中
　
　
　
稔
　
　
〃

金
　
井
　
輝
　
子
　
　
〃

小
　
森
　
清
　
美
　
　
〃

大
川
原
　
た
か
子
　
　
〃

〔
豊
秋
〕

佐
　
藤
　
順
　
一
　
石
　
原

新
　
保
　
清
　
江
　
　
〃

�
　
橋
　
章
　
二
　
　
〃

森
　
田
　
ス
ミ
ヱ
　
　
〃

平
　
形
　
洋
　
介
　
　
〃

齋
　
藤
　
し
げ
子
　
　
〃

高
　
橋
　
利
　
子
　
　
〃

〔
金
島
〕

齋
　
藤
　
み
ゆ
き
　
金
　
井

三
　
原
　
清
　
子
　
　
〃

大
　
竹
　
正
　
一
　
　
〃

野
　
村
　
勘
四
郎
　
　
〃

神
　
保
　
二
　
朗
　
　
〃

羽
　
鳥
　
ル
リ
子
　
　
〃

村
　
岡
　
あ
き
子
　
　
〃

千
　
明
　
百
合
子
　
　
〃

下
　
岡
　
テ
ル
子
　
　
〃

春
　
山
　
由
　
枝
　
金
　
井

飯
　
塚
　
博
　
文
　
川
　
島

加
　
藤
　
桂
　
次
　
　
〃

加
　
藤
　
美
津
枝
　
　
〃

〔
子
持
〕

生
　
方
　
　
　
清
　
北
　
牧

飯
　
塚
　
孝
　
雄
　
　
〃

飯
　
塚
　
葉
　
子
　
　
〃

�
　
橋
　
さ
よ
子
　
白
　
井
　

品
　
田
　
仁
三
郎
　
　
〃

星
　
野
　
晴
　
美
　
中
　
郷

長
　
部
　
タ
　
ケ
　
　
〃

長
　
部
　
知
恵
乃
　
　
〃

長
　
部
　
寿
　
一
　
　
〃

千
　
明
　
ツ
　
ヤ
　
　
〃

横
　
山
　
朝
　
子
　
　
〃

横
　
山
　
利
　
雄
　
　
〃

木
　
村
　
孝
　
子
　
吹
　
屋

古
　
郡
　
孝
　
之
　
　
〃

古
　
郡
　
千
　
晶
　
　
〃

横
　
山
　
美
　
智
　
　
〃

小
野
瀬
　
幸
　
次
　
横
　
堀

〔
赤
城
〕

望
　
月
　
恵
　
子
　
　
栄

望
　
月
　
雄
　
一
　
　
〃

吉
　
得
　
ト
ミ
子
　
敷
　
島

新
　
井
　
悦
　
郎
　
　
〃

新
　
井
　
初
　
江
　
　
〃

狩
　
野
　
栄
　
子
　
津
久
田

茂
　
木
　
健
　
次
　
　
〃

茂
　
木
　
マ
サ
子
　
　
〃

藤
　
井
　
正
　
美
　
　
〃

茂
　
木
　
光
　
行
　
長
井
小
川
田

兼
　
平
　
英
　
行
　
溝
呂
木

木
　
暮
　
廣
　
司
　
　
〃

木
　
暮
　
　
　
新
　
　
〃

木
　
暮
　
　
　
唱
　
　
〃

木
　
暮
　
　
　
傑
　
　
〃

木
　
暮
　
真
　
美
　
　
〃

木
　
暮
　
美
恵
子
　
　
〃

〔
吉
岡
〕

飯
　
塚
　
一
　
郎
　
漆
　
原

飯
　
塚
　
智
　
一
　
　
〃

飯
　
塚
　
松
　
美
　
　
〃

根
　
岸
　
ゆ
り
子
　
大
久
保

�
　
野
　
克
　
子
　
　
〃

中
　
澤
　
敏
　
也
　
　
〃

田
　
島
　
典
　
子
　
　
〃

野
　
本
　
　
　
進
　
　
〃

中
　
島
　
英
　
子
　
小
　
倉

登
　
坂
　
輝
　
司
　
下
野
田

櫻
　
井
　
弘
　
行
　
陣
　
場

冨
　
澤
　
久
美
子
　
南
　
下

笹
　
澤
　
研
　
司
　
　
〃

笹
　
澤
　
千
代
子
　
　
〃

〔
榛
東
〕

松
　
岡
　
弘
　
一
　
新
　
井

齋
　
藤
　
�
　
子
　
広
馬
場

青
　
木
　
　
　
繁
　
山
子
田

青
　
木
　
利
　
枝
　
　
〃

新
　
井
　
千
枝
子
　
　
〃

土
　
田
　
浩
　
一
　
　
〃

〔
北
橘
〕

富
　
澤
　
勝
　
男
　
箱
　
田

森
　
田
　
好
　
孝
　
上
箱
田

�
　
橋
　
和
　
子
　
小
　
室

今
　
井
　
正
　
志
　
下
箱
田

長
谷
川
　
絹
　
代
　
真
　
壁

〔
小
野
上
〕

佐
　
藤
　
克
　
則
　
小
野
子

佐
　
藤
　
貴
代
子
　
　
〃

佐
　
藤
　
　
　
均
　
　
〃

弓
　
納
　
持
久
子
　
村
　
上

〔
伊
香
保
〕

木
　
下
　
栄
　
二
　
伊
香
保

加
　
藤
　
け
い
子
　
　
〃

石
　
坂
　
　
　
實
　
湯
中
子

富
　
沢
　
孝
　
明
　
　
〃

〔
吾
妻
郡
〕

大
　
塚
　
直
　
毅
　
東
吾
妻
町

〔
前
橋
市
〕

金
　
子
　
博
　
枝
　
富
士
見
町

品
　
川
　
八
枝
子
　
　
〃

〔
市
街
地
〕

小
　
澤
　
秋
　
夫
　
入
　
沢

高
　
瀬
　
乙
女
子
　
御
　
陰

種
　
部
　
孝
　
子
　
上
之
町

岡
　
本
　
太
　
郎
　
坂
　
下

小
　
林
　
右
　
二
　
　
〃

須
　
藤
　
幸
　
男
　
新
　
町

落
　
合
　
　
　
宏
　
中
之
町

島
　
田
　
七
　
江
　
並
木
町

小
　
林
　
香
　
子
　
元
　
町

�
　
井
　
辨
二
郎
　
　
〃

〔
八
木
原
〕

都
　
丸
　
禮
　
子
　
八
木
原

狩
　
野
　
勝
　
男
　
　
〃

儘
　
田
　
一
　
枝
　
　
〃

〔
有
馬
〕

篠
　
原
　
　
　
學
　
有
　
馬

高
　
津
　
和
　
子
　
　
〃

高
　
橋
　
和
　
子
　
　
〃

荒
　
井
　
淑
　
世
　
　
〃

〔
豊
秋
〕

岩
　
田
　
初
　
江
　
行
幸
田

〔
金
島
〕

福
　
島
　
唯
　
勝
　
祖
母
島

清
　
水
　
重
　
雄
　
金
　
井

清
　
水
　
シ
ツ
子
　
　
〃

福
　
島
　
籐
　
司
　
　
〃

山
　
口
　
末
　
江
　
　
〃

宇
　
�
　
淑
　
子
　
　
〃

平
　
形
　
幸
　
代
　
　
〃

飯
　
塚
　
テ
　
ル
　
川
　
島

〔
子
持
〕

後
　
藤
　
ミ
サ
ヲ
　
上
白
井

島
　
田
　
憲
　
子
　
北
　
牧

島
　
田
　
ヒ
　
チ
　
　
〃

鴻
　
田
　
昭
　
夫
　
　
〃

小
　
野
　
マ
サ
ヱ
　
　
〃

荻
　
野
　
君
　
子
　
吹
　
屋

峯
　
岸
　
高
　
二
　
　
〃

〔
赤
城
〕

島
　
村
　
さ
　
ち
　
　
樽

望
　
月
　
ア
　
サ
　
津
久
田

茂
　
木
　
智
恵
子
　
長
井
小
川
田

生
　
方
　
初
　
江
　
溝
呂
木

斉
　
藤
　
し
づ
子
　
　
〃

岩
　
井
　
光
　
義
　
三
原
田

〔
北
橘
〕

斉
　
藤
　
ナ
ヲ
江
　
下
南
室

〔
吉
岡
〕

松
　
岡
　
　
　
勇
　
漆
　
原

狩
　
野
　
孝
　
一
　
大
久
保

軣
　
木
　
一
　
恵
　
上
野
田

坂
　
田
　
美
恵
子
　
下
野
田

田
　
山
　
恵
　
子
　
　
〃

深
　
津
　
キ
ン
子
　
南
　
下

〔
榛
東
〕

細
　
野
　
長
　
盛
　
広
馬
場

〔
北
橘
〕

生
　
方
　
将
　
隆
　
八
　
崎

藤
　
井
　
秀
　
雄
　
小
　
室

千
　
明
　
藤
　
枝
　
下
箱
田

林
　
　
　
加
　
子
　
真
　
壁

〔
小
野
上
〕

清
　
田
　
恵
　
子
　
小
野
子

飯
　
塚
　
仁
　
雄
　
　
〃

飯
　
塚
　
春
　
枝
　
　
〃

小
　
野
　
浩
　
子
　
　
〃

佐
　
藤
　
ミ
　
チ
　
　
〃

唐
　
澤
　
崇
　
子
　
村
　
上

金
　
子
　
婦
　
じ
　
　
〃

村
　
上
　
茂
　
雄
　
　
〃

〔
伊
香
保
〕

外
　
丸
　
茂
　
子
　
伊
香
保

荻
　
原
　
和
　
政
　
　
〃

新
　
保
　
悦
　
司
　
水
　
沢

〔
職
員
〕

星
　
野
　
真
理
子

永
　
田
　
文
　
枝

増
　
　
　
　
資

２
０
１
７
年
10
月

加
　
　
　
　
入

北
毛
保
健
生
協
に
加
入
し
て
、健
康
な
く
ら
し
を
!!

今年の受講生は、22人！！
2017年度の保健学校が開校しました。家族や地域住民の健康づくりをすす
めるために、体の仕組みから虫歯や認知症の話し、血圧測定など正しい知識

と技術を身につけられ

る場となっています。

身近な方の相談役とし

て学んだ知識を伝えら

れるよう卒業に向けて

頑張っています。

「
く
ら
し
と
医
療
」は
、総
合
力
の
あ
る

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
機
関
紙

機
関
紙
編
集
委
員
会

を
働
か
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
ま
た
在
宅
に
帰
る

患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
対
し

て
生
活
の
継
続
性
を
維
持
で
き

る
よ
う
多
職
種
協
働
に
よ
る
支

援
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師

丸
山
　
裕
子

保健学校開催 11
8

はるな生協ふれあい会館で県内医療生協と
保健企画から32人が参加。
講演の後にグループワークで更に技術を深め
ました
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五十嵐 

有
馬
支
部
で
は
『
楽
し
い
班

会
』・『
病
院
の
地
元
に
こ
だ
わ

っ
た
訪
問
行
動
』
を
行
っ
て
い

ま
す
。

班
会
で
は
上
有
馬
神
戸
、

下
・
中
有
馬
、
南
有
馬
、
五
輪

平
班
会
が
指
標
班
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
５
月
に
上
有

馬
・
神
戸
班
会
で
行
わ
れ
た
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
班
会
で
は
持
ち
寄

り
で
美
味
し
い
お
昼
を
食
べ
る

事
が
で
き
て
み
ん
な
大
喜
び
で

し
た
。

10
月
に
は
老
健
ほ
く
も
う
の

施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
入

所
者
の
み
な
さ
ん
の
笑
顔
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
他
、
便
潜
血
や
尿
チ
ェ

ッ
ク
・
笑
い
ケ
ア
な
ど
健
康
を

意
識
し
た
班
会
も
開
か
れ
て
い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ

お
近
く
の
班
会
に
参
加
し
て
下

さ
い
。

有
馬
支
部
で
は
仲
間
ふ
や

し
、
出
資
金
ふ
や
し
も
独
自
の

目
標
を
立
て
『
病
院
の
お
ひ
ざ

元
』
の
強
み
を
生
か
し
た
訪
問

行
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

「
班
会
」
も
「
訪
問
行
動
」
も

支
部
の
運
営
委
員
の
『
み
ん
な

で
楽
し
く
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
新
し
い
運
営
委
員

も
加
え
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

支
部
ニ
ュ
ー
ス
も
毎
月
発
行

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
『
く
ら
し

と
医
療
』
と
共
に
有
馬
支
部
の

活
動
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

医療講座 医療講座 

外
科
40
年
、
今
む
か
し

北
毛
病
院
　
名
誉
院
長
　
根
　
本
　
雅
　
明

私
が
外
科
医
に
な
っ
て
39

年
、
北
毛
の
外
科
も
32
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

今
回
は
外
科
医
の
立
場
か
ら

「
今
む
か
し
」
を
振
り
返
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
間
の
医
学
・
医
療
の
進

歩
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
主
に
検
査
、
薬
剤
、
手
術

の
分
野
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

検
査
機
器
の
分
野
で
は
、
Ｃ

Ｔ
等
の
画
像
診
断
の
進
歩
が
著

し
く
、
手
術
前
に
ど
こ
に
何

（
癌
な
ど
）
が
あ
る
、
と
い
う

こ
と
が
ほ
ぼ
１
０
０
％
分
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
外

科
医
の
手
が
腹
部
を
探
り
、
判

断
し
て
い
ま
し
た
が
（
通
称
神

の
手
）
現
在
は
普
通
の
医
師
に

も
診
断
可
能
で
す
。
ま
た
治
療

後
の
効
果
判
定
や
再
発
チ
ェ
ッ

ク
に
も
た
い
へ
ん
有
用
で
す
。

採
血
や
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
な

ど
の
進
歩
で
、
よ
り
早
く
・
深

く
・
細
か
く
病
気
の
鑑
別
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
確
実
な
診

断
の
も
と
、
治
療
を
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

薬
剤
の
進
歩
で
は
、
潰
瘍
の

薬
の
進
歩
で
胃
潰
瘍
の
手
術
は

ゼ
ロ
に
な
り
、
抗
生
物
質
の
進

歩
で
虫
垂
炎
（
盲
腸
）
の
手
術

も
激
減
し
て
い
ま
す
。

抗
癌
剤
も
気
休
め
程
度
で
な

く
本
当
に
効
く
薬
が
登
場
し
、

手
術
が
で
き
な
く
て
も
そ
れ
に

匹
敵
す
る
効
果
の
薬
も
登
場
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
剤
の

進
歩
に
よ
り
、
手
術
関
連
の
地

図
は
大
き
く
書
き
換
え
ら
れ
ま

し
た
。

そ
の
手
術
で
す
が
、
外
科
の

基
本
「
悪
い
と
こ
ろ
を
切
っ
て

治
す
」こ
と
は
変
り
ま
せ
ん
が
、

よ
り
小
さ
く
軽
い
「
内
視
鏡
手

術
」
の
進
歩
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
全
て
の

分
野
に
わ
た
る
も
の
で
は
な
く

未
完
成
の
部
分
も
あ
り
、
医
療

過
誤
が
起
こ
り
や
す
い
分
野
で

す
が
、
今
後
も
発
展
し
続
け
る

で
し
ょ
う
。

北
毛
病
院
で
は
内
視
鏡
手
術

を
導
入
し
て
24
年
に
な
り
ま
す

が
胆
石
症
、
虫
垂
炎
な
ど
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

手
術
に
関
し
て
は
こ
の
先

「
癌
の
手
術
」は
更
に
減
少
し
、腹

膜
炎
な
ど
の
化
膿
性
疾
患
、
ヘ

ル
ニ
ア
、
痔
疾
な
ど
が
将
来
も

残
り
得
る
手
術
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
進
歩
に

支
え
ら
れ
、
入
院
期
間
は
以
前

の
半
分
、
外
科
で
は
平
均
10
日

前
後
に
な
り
、
ま
た
患
者
１
人

当
た
り
の
看
護
師
数
は
倍
増
し

て
い
ま
す
（
医
師
数
は
政
策
で

増
え
て
い
な
い
）。

時
代
を
め
ぐ
る
変
化
で
は
、

何
と
い
っ
て
も
「
高
齢
化
」
で

す
。
北
毛
の
手
術
患
者
の
平
均

年
齢
は
、
60
代
か
ら
80
代
に
急

上
昇
。
ま
た
他
科
で
は
白
内
障

手
術
、大
腿
骨
頚
部
骨
折
な
ど
、

機
能
回
復
の
手
術
が
標
準
治
療

と
し
て
激
増
し
て
い
ま
す
。

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
か

つ
て
社
会
保
険
本
人
の
自
己
負

担
額
ゼ
ロ
、
老
人
医
療
費
無
料

の
時
代
も
あ
っ
た
事
で
す
。
今

支
部
紹
介
⑨

有
馬
支
部

t
五
輪
平
班
　
保
健
師
に
よ
る

認
知
症
の
学
習
会

s
下
中
有
馬
班
　
便
潜
血
チ
ェ

ッ
ク
、
検
査
課
か
ら
説
明

で
は
３
割
負
担
、
さ
ら
に
高
齢

者
か
ら
も
徴
収
す
る
始
末
で
す
。

政
府
は
国
民
の
医
療
介
護
予

算
が
増
え
続
け
る
と
し
て
、

次
々
抑
制
策
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
が
、
社
会
福
祉
に
お
金
を

使
う
こ
と
は
国
民
の
幸
せ
に
貢

献
す
る
も
の
で
す
。
不
条
理
な

獣
医
学
部
新
設
や
国
有
地
特
別

値
引
き
な
ど
に
大
切
な
税
金
を

使
わ
ず
、
社
会
福
祉
を
充
実
さ

せ
、
老
若
男
女
み
ん
な
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
さ

せ
て
欲
し
も
の
で
す
。

さ
て
今
後
の
医
学
の
発
展
を

考
え
る
時
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
さ
れ
た
山
中
教
授
の
「
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
」
の
研
究
と
実
際
の
応

用
は
、
臓
器
再
生
に
と
ど
ま
ら

ず
様
々
な
分
野
で
研
究
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
分
野
は
、
こ

れ
ま
で
の
人
類
が
創
り
上
げ
た

医
学
と
同
じ
く
ら
い
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
を
秘
め
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
10
年
20
年
後
に
は
ど
ん

な
医
療
が
展
開
し
て
い
る
か
、

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

▼
年
末
年
始
休
業
の
お
知
ら
せ
▲

12
月
30
日
（
土
）
か
ら
１
月
３
日
（
水
）
ま
で
北
毛
病
院
外
来
、
北
毛
診
療
所
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
、
訪
問
看
護
、
居
宅
介
護
事
業
所
は
休
業
と
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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無料法律相談 毎月第１月曜日 午後７時～ 渋川民商事務所（金井本町）に於いて 顧問弁護士による無料法律相談を行っています。お問い合わせは122-1482

前
任
者
か
ら
引
き
継
ぎ
、
配

布
者
に
な
っ
て
か
ら
２
年
半
が

経
ち
ま
し
た
。

配
っ
て
い
る
の
は
家
の
ま
わ

八
木
原
支
部

高
橋
　
康
夫
さ
ん

¡
配
布
者
さ
ん
紹
介
¡

り
15
件
で
、
10
分
で
配
り
終
え

て
し
ま
い
ま
す
。

配
り
始
め
て
医
療
生
協
の
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る

機
会
が
増
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
の
た
め
に

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

私も 
配って 
ます 

私も 
配って 
ます 

職員募集 職員募集 職員募集 

ご連絡の上、履歴書をお送りください。 
（連絡先） 
　渋川市有馬237-1 
　北毛保健生活協同組合 
　総務部　鈴木まで 
　　　　　TEL 0279-24-1234

医　　　師 
看　護　師 
薬　剤　師 
保　健　師 
ヘ ル パ ー 
運　転　手 
看 護 助 手 
介護福祉士（病院） 

常勤・パート 
夜勤可能な方歓迎 
常勤・パート 
常勤 
登録 
パート 
常勤・パート 
常勤 

自信作をおまちしております。

「くらしと医療　新年号」
組合員作品募集

新春恒例となっています「くらしと医療新年号」の組合
員作品コーナー（４面）と１面に掲載する作品を募集いた
します。
出展作品：絵画・写真・短歌・俳句・書道

絵手紙・製作物　等
掲載条件：北毛保健生協の組合員

（お一人様につき1点とさせていただきます）
申し込未締め切り：12月15日（金）までに事務局までお持

ちください
尚、応募多数の場合は、抽選とさせていただきます。

応募・詳細の問い合わせ：
北毛保健生協　事務局　0279-24-2141 あゆみの会

秋のみなかみ　遊神館を満喫

あゆみの会の会員旅行が11月８日に行わ
れました。紅葉のみなかみと露天風呂で日
頃のボランティアの疲れを癒しました。

活 動 報 告

t10／24 下川島サ
ロン　シナプソロ
ジーで脳活性化

t10／26 榛東合同
班　牛乳パックを利
用したかわいいチェ
アつくり

t11／９　小野上
支部旅行　築地
に行った帰りに
お菓子工場で集
合写真

t11／13 子持支部
旅行　猿ヶ京で強
化月間の疲れを癒
しました

s11／16 榛東５区
いきいきサロン
リハビリスタッフ
による転倒予防の
体操

s11／12 半田支部
旅行　紅葉と豪華
料理をみなかみで
楽しみました

諏訪峡にて

s11／21 榛東支部
おたのしみ班会
鬼石の桜山公園へ

t
11
／
９
　
毎
月
行
う
９
の
日
行

動
。
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生
か

す
全
国
統
一
署
名
行
動

病
院
外
来
待
合
室

t
11
／
17

豊
秋
合
同
中
華

ま
ん
作
り
班
会
　
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
を
使
っ

た
中
華
ま
ん
つ
く
り

▲11／15 半田合同班会　お好み焼き作り

s
11
／
17

八
木
原
合
同
映
画
班
会

八
木
原
北
会
館
で
映
画
鑑
賞

s
11
／
６
　
西
浦
班
会

輪
投
げ
と
茶
話
会

t
11
／
16

講
師
養
成
講
座

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

組
合
員
ホ
ー
ル

▲10／23 上有馬・神戸班　老健ほくもう
施設見学　玄関前で

▲11／15 半田芸能班会　喜多集落センターで
年に一度の芸能班会。得意のカラオケや日舞
を披露
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